
【資料１】 

≪教育研究創発国際卓越大学院教育プログラム（WINGS-CER）≫   

http://www.p.u-tokyo.ac.jp/gs/wings-ceｒ 

 
・本プログラムは、新たな教育研究の創発に貢献する国際的人材を育成することを目的とするもので、修了者には、学

位記とは別に、本プログラムの修了証を交付します。  

・プログラム定員（修士 2 年次後期から）は教育学研究科で 1 学年あたり 10 名程度です。国際派リーダー人材の養成

のため、「国際研修」を必修科目とし、外国でのフィールドワーク、インターンシップ、国際会議における報告等を義務づ

けています。  

・選抜は、修士課程2 年次の 5 月に、日本学術振興会特別研究員（DC1）申請書類によって行います。 

・プログラム生になれば、修士課程在学中（2 年次後半）は、卓越RA（リサーチ・アシスタント）としての業務（自身の研究

テーマに基づく学術研究業務）に対し月額 8 万円が、博士課程在学中（3 年次まで）は月額 18 万円の研究奨励金が支

給されます。  

 

≪SPRING GX について≫    

https://www.cis-trans.jp/spring_gx 

・本プロジェクトは、グリーントランスフォーメーション(GX) 実現に向けて活躍する人材をあらゆる分野に規模感 をもっ

て輩出することを目的としています。 

・今回、博士課程新規進学者を対象としたプロジェクト生の募集人数は全学で 350 名程度で、教育学研究科からは 20

名が採用されました。また、今回限りということで博士 2 年、博士 3 年の院生の募集が別途行われています（採否結果

は４月末予定）が、それ以後の募集対象は博士１年のみの予定です。社会課題の解決に自らの専門性を発揮するた

めのトランスファラブルスキルの養成をめざし、GX 基幹プログラム（GX 俯瞰講義、グリーン未来交流会、GX インスパ

イア講義）、高度スキル養成プログラム（海外派遣プログラム、産学連携インターンシップ、キャリアパス支援）への参

加を義務づけています。 

・選抜は、修士課程2 年の 1 月に提出していただく専用の応募書類によって行います。 

・プロジェクト生になれば、毎月 18 万円の研究奨励費と年間 36 万円の研究費および海外渡航費（※審査あり）が支給

されます。 
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